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第1回
2013年

4月
中医学の歴史 中医学基礎の概要 中医学理論の
基本的特徴 気・血・津・液・精

第2回
2013年

6月
気血津液精 陰陽五行説

第3回
2013年

9月
五行理論、経絡

第4回
2013年

11月
臓腑と臓腑弁証 第1節 心

第5回
2014年

1月
臓腑と臓腑弁証 第2節 肺

第6回
2014年

3月
臓腑と臓腑弁証 第3節 脾胃

第7回
2014年

5月
臓腑と臓腑弁証 第4節 肝胆

第8回
2014年

7月
臓腑と臓腑弁証 第5節 腎

第9回
2014年

9月
第４章 疾病と病因

第10回
2014年

11月
第４章 疾病と病因-2

第11回
2015年

1月
五行理論の臨床応用

第12回
2015年

3月
五行学説理解のための説明

第13回
2015年

5月
五行学説理解のための説明 臓腑弁証ほか（脾肺、
大腸）

第14回
2015年

7月
相生・相剋・相乗・相侮の症例検討、五行理論を
使った  治療戦略

第15回
2015年

9月
脈診

第16回
2015年

11月
舌診

第17回
2016年

1月
脳 子宮 三焦

第18回
2016年

3月
八綱弁証

第19回
2016年

5月
気血弁証

第20回
2016年

7月
臓腑弁証 心小腸

第21回
2016年

9月
臓腑弁証 肺大腸

第22回
2016年

11月
臓腑弁証 腎と膀胱

第23回
2017年

1月
病邪弁証 風寒

第24回
2017年

3月
病邪弁証 六淫（湿、熱/火、燥）

第25回
2017年

5月
病邪弁証 六淫（食積、気滞、血瘀、痰飲、水腫）

第26回
2017年

7月
霊梅参について

第27回
2017年

9月
傷寒論と温病、六経弁証

第28回
2017年

11月
外感熱病弁証

第29回
2018年

1月
衛気営血弁証

残り部
分

治則（正治反治、袪邪扶正、調整陰陽）と治法
（汗法、清法、下法、和法、温法、補法、消法、開
竅法、固渋法、鎮納法）

うめだ中医学勉強会 2013年4月ー2018年1月



寺子屋中医メモ

第4章 病因と発病の過程
1.病因
疾病の発生原因は多種多様であるが、主なものに六淫、七情、飲食、労倦、外傷な
どがある。

（１）六淫
風・暑・湿・燥・寒・火の6つの邪気を指す。

外邪とは、季節の変化によって現れるものを指し、正常な状態では六気となるが、こ
れが人体にとって「邪」となり、悪い影響を及ぼした場合（病気の原因）に六淫となり、
それで病気になるとき「外感六淫」 という。

また、内の邪とは、六淫とよく似た原因が体内に存在し、体内で生まれた「邪」を指
す。これを、「内生ないせい五邪」 （内風･内湿、内燥、内熱≒内火、内寒）という。
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外感六淫の特徴
① 六淫による疾病は多くは季節や気候や環境と関係し、しばしば季節

独特の邪気が認められる。
② 六つの邪気は一種でも人体に入ると病気になるが、二種類以上同

時侵入することもある。
③ 発病の過程で、体外にも影響し、一定の条件下では風が熱に、湿

が熱に転化しあうこともある。
④ 侵入部位は体表あるいは口や鼻なので外感六淫と呼ばれる。

►外感六淫＝外的環境からくる風・暑・湿・燥・寒・火により病気に
なること

►内生五邪＝代謝不良による病理産物が原因となることが多い
      (瘀血、痰飲→ 内風、内湿、内燥、内熱≒内火、内寒？）

内生五邪の特徴
① 人間も自然の一部であるから、六淫と同じような現象が、人体にお

いて起こる。
② 「邪」を作る原因は、体内にある。
③ 同じような性質の外邪と結び付いて、その障害を悪化させる。
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①風
春を代表する気「春一番」のように、季節的な違いはあるが、一年中風は存在し、
他の邪気と組み合わさって体に侵入してくる。
a.体の上部や外部（陽の部分・・・頭や顔のこと）を犯す「花粉症」
b.風のように絶えず動き、変化する。患部が一定せず、
場所があちこちに変化し、病状の進行が早い。
c.「風は百病の長」他の邪気の先導役となり体に侵入する

►他の邪気と組み合わさると様々な邪気に変化する
（邪気だけでは体に入りにくいが風邪があると、皮腠をこじ開けてくれるので入り
やすくなる）「
風熱」「風寒」「風湿」「風寒湿」「風燥」など。

※内風 めまいも体の上部で突然起こり、体の痙攣症状「足がつる、ひきつけを
起こす、瞼がぴくぴくする」なども突然おこる。内の原因で起こるが、特徴が外風
に似るので内風という。
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②暑
夏に限定され、火熱の性質を持つ。

a.陽性の邪気（熱毒邪）→熱中症
b.昇散に動き、気を消耗し、津液を傷つける。
暑い夏は、発汗により、気と津液の消耗が激しくなる。
ｃ.暑は湿を伴うことが多い。湿は重く、体内にあると倦怠感になる

※内外の区別はない。

③湿
長夏（梅雨）の気。春と秋が交わる時期に、暑さが納まり、湿度だけが上がる季
節。外湿と内湿に分かれる。

a.重く濁っている。
頭や体が重だるく感じる。湿に侵されると分泌液が多くなり、
濁ってくる。湿が熱と合わさると、濁となり匂いが強くなる

→おりもの、鼻水、痰（だるい、重い）
b.粘滞性がある。
ねばねばで気の巡りを妨げ、しかも除去しにくい。症状を長引かせる。

c.人体の下部を犯す
湿は重い為、陰部を含めた下半身に症状がでやすい→下肢の浮腫
陰の邪気なので、陽気を傷つける（冷える）

※内湿 脾胃の運化（消化）が悪くなった時に湿が発生しやすい→下痢を引き
起こすこともある



④燥
秋を代表する気。

a.口や鼻から侵入し、肺を犯す（乾燥の気を吸い込むと肺がやられる）
b.乾いているので、津液に乾燥させて、粘膜や皮膚を乾燥させる
c.肺を傷つけやすい。肺は潤いを好み、乾燥を嫌う。燥邪が侵入すると、
空咳、喀痰しにくいなどの症状がみられる。時には血痰が生じる（乾燥で肺
血管が傷害される）

※内燥 津液などの「陰」が失われることにより体内の乾燥状況が生まれる
こと。陰が少なくなるので、「熱」が生まれていることが多いため、「内熱」とし
て扱われることが多い。

⑤寒
冬を代表する気。内寒と外寒に分かれる。

a.陽気を傷つける→体の冷え、下痢
b.凝滞性を持つ（ちぢこまらせる）
体内の気血の流れを途絶しようとする。通らないところに痛みが起こる。
「不通即痛」温めると治る月経痛→寒邪が血瘀を作り気を通さない
c.収引性を持つ（収縮・牽引・引っ張られる）
寒邪による体の痛み・毛穴を閉じさせる・関節の動きを悪くし、屈伸しにくくする。

►胃痙攣、関節痛（冷えると起こる）

※内寒 体内の陽気が何らかの原因により不足することが原因で、外寒のような
症状が現れる。代謝が悪くなり熱エネルギーが発生しなくなる。
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⑥熱（火）
火と熱は共に陽が盛んになったときに生じるものであるため、同じ扱いをされ
ることが多い。しかし、違いを示す場合は熱の程度で区別される。熱は温を強
くしたもの、火は熱を極めたもの。熱を使う場合は外からの侵入が多いが、火
をつかうときは内に生じたものに対して使う。（例えば、心火、肝火など）内外
の区別がある。

a.陽性の邪気で炎上しやすい。高熱などが出る以外に、脳に上がり、神明
（意識）を乱し、いらいらや不眠などの症状がでる→辛いものを多食すると
いらいらする原因となることがある

b.気と津液を消耗する。のどが渇く、尿が少なく色が濃い、便秘などの症状
がでる

（腸燥―兎糞便）。
c.火は風を生みやすく、熱を含んだ風によって血行が過剰になり、出血傾
向となる。陽性の邪気であるため、陰液の消耗が激しく、筋脈の潤いが失
われ、肝風を生じやすくなり、高熱、ひきつけなどが発現する（肝風は脳の
症状が多い）。

d.火は腫瘍を作りやすい。火熱が血に入り、一か所に集まって患部が赤く
腫れて熱を持つ。

※内熱 体内の陰が消耗すると、熱の過剰な発生を止められなくなり、内熱
となることがある。
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（２）癘気
強烈な伝染力を持った一種の病邪。昔は伝染病の原因が分からなかった為、そ
れらを総称してそう呼んだ。現代のウイルスや病原菌にあてはまり、強い伝染力、
激しい症状がある。

（３）七情内傷
七情とは喜、恐、憂、思、悲、恐、驚の七種類の感情の変化を指す。そ

れぞれの感情はそれに結び付く臓器があり、その臓器を傷つけやすい。また、感
情は「肝」との関係が深く、その変化により、血への影響も考えられ、気も影響さ
れる。他にも感情の変化で病状の悪化を引き起こすこともある

►七情と五臓
肝：怒

怒れば気が上がり肝気が昇発し、血が気によって上逆する
○短気・おどおどする・不眠

心：喜
喜びすぎると気が緩み、血脈が弛緩し、心気を保つことができなくなる。異様な
笑い。
○心配性、不安、異様な笑い

寺子屋中医メモ



肺：悲・憂
悲しめば肺気を消耗し、気が弱まり活力がなくなる。
○息切れ・胸部苦悶・四肢無力・だるい

脾：思
思えば気が結し、脾が傷ついて、運化が弱まり飲食物が停滞して気の流れ

が滞る。
○食欲減退・胃もたれ、話が長い、話が通じない

腎：恐・驚
恐れれば気が下り、腎を傷つけて腎気が固まらず、気が下降する。
驚けば気が乱れて腎を傷つけて、志が蔵されなくなり、意向が定まらず、心
腎が交わらない。心が慌てて混乱する。
○大小便の失禁・不安感、無気力、恐怖、うつ、ひきこもり、だるい、動けな
い、パニック症候群

寺子屋中医メモ
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（４）飲食、労逸
食べ過ぎや栄養失調、偏食などが飲食の原因となる。
労逸には、労と逸の両面があり、労は過労、逸は安逸すぎることを指す。つま
り、適度な運動が人体には必要である。
►だらだらと体を休めることだけが養生ではない。
逆に病気になる（運動不足のメタボ）

（５）外傷
打撲など金物による傷も含む。傷は出血すると炎症（湿熱）や血流欝滞（血

瘀）を作る。



（６）瘀血・痰飲

①瘀血
体内に血液の停滞が見られること。出血によるものも含む。原因としては、気の不足
（流れる力が足りない）血の量が足りない（流れるもの自体が少ない）、熱が体内に入
り血行を乱す（出血傾向）、寒が体内に存在する（血が凝滞し、循環が悪い）などが考
えられる。

瘀血の特徴も存在する部位により違いがあるが、共通するものとして、疼痛（場所が
固定していて、刺すような痛み）、患部を押されることを拒む（拒按）、夜間にひどくなる、
局部に青紫色の腫れ、塊の触感がある。出血には血の塊を伴う。舌に瘀点、瘀斑な
どが見られる。

②痰飲
痰と飲は水の代謝障害によって生じる病理的産物である。濃い物を痰、薄い物を飲と
呼ぶ。痰飲は人体のどこにでも存在し得るもので、停滞した場所により違う名前で呼
ばれる。さらに、痰は目に見える痰以外に、目に見えない痰が存在する。腫瘍や脂肪
腫、筋腫などの「できもの」（変質痰）も含まれる。痰や飲の特徴は、停滞した場所によ
り違った症状が出現するが、共通する症状としては、舌苔の滑膩、脈の滑や弦などが
ある。

様々な瘀血
○夜間にひどい→動かないから（睡眠など）
○気の推動作用の不足→疲れると悪化するかどうか？
○血不足による瘀血（血流がうまく行かない）

寺子屋中医メモ



2.発病の原理
（１）正と邪のバランス

①人の抵抗力＝正気である。正気の不足は疾病の発生の根源である。邪
気が侵入できるのは正気の抵抗の不足のため。体の不調により抵抗力は
衰えてゆき、病気になりやすくなる。

②邪気は発病の重要な条件である。正気は発病の過程の中で主導権を握
るが、邪気も重要な作用を持つ。伝染病や外傷は抵抗力ではどうにもならな
いことが多い。

③正気と邪気の勝負で発病するかどうかがきまる。正気が勝てば発病しな
いし、邪気が勝てば発病する。体質によって発病重症度も異なるため、正気
の強弱は回復の早さをも左右する。

寺子屋中医メモ



（２）内外の環境と発病
内環境は人体の正気を指す。人は昔から自然と調和して暮らしてきたが、

その自然環境の変化や汚染によって発病するということがある。気候、地域性、生
活、仕事環境などが外環境も発病に関与。一般的にいうと体質と精神状態が正気
の強弱を決定している。

○北海道と沖縄、都会と田舎

►診断には症状だけではなく、どのような状況（外環境）から症状がでるのかを把
握することも重要である。

①体質と正気
体質の強壮は、臓腑の活動が盛んで、精、気血、津液などが充実しているこ
とを示し、正気も強い。その逆に、虚弱体質は気血津液が不足し、正気も弱
い。体質は先天的なものと、後天的な営養状態や運動も関与している。

②精神状態と正気
精神状態は、感情の直接的な影響を受ける。精神状態が良いと、体の気の
巡りが良く、気血は調和し、臓腑の機能も正常に働く。このため正気は強くな
る。逆に精神状態が悪いと気が
詰まり、体調が悪くなる。よって、正気も弱くなるのである。

寺子屋中医メモ
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Text3

ごゆうか

癘気による疫癘
ジフテリア、痘瘡、疫痢、猩紅熱
（１型ー３型感染症の類）
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PP3



PP4



Text4

よくめぐりて（うつりて）しばしばへんず



PP5

PP7-9、症例を挟んで
PP14-15 に解説あり



PP6



PP7



PP8



PP9



PP10 40代女性、全身の痛みからの歩行障害、多重人格、知的障害から意思疎通困難

未熟児＝生まれつき腎虛



PP11

小柴胡湯＋桂枝茯苓丸＋五苓散 生姜→乾姜 蒼朮→白朮 去大棗
加黄耆、郁金、石菖蒲、白姜蚕、山梔子、木瓜



PP12

以下の文章はオリジナル資料でも印刷もれとなっていた
QOL改善
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第4回資料より

第20回で「心の弁証」の講義があります



PP14



PP15



PP16 風の話の延長で勉強会の参加者からの質問への答え



PP17



PP18



PP19



PP20

土方先生のコメント

さらにQ&A（補中益気湯に変えて）啓脾湯で改善していた人
に時々生じている胸脇苦満の対策についての相談



PP21

今まで効いていた方剤は
少量で残す

心気虚があるなら
炙甘草湯少量追加など
複数の臓の治療をすると
有効

肝欝からの
木乗土
肝火犯肺

生来脾虚
→木乗土起こしやすい
（無意識に）肺で相克



PP22

（啓脾湯＋真武湯で梅雨〜夏の胃腸不良を防げた、炙甘草湯不要になった）



PP23

分析するともともと脾陽虚の体質
温脾→補脾気→心脾相生で心気虚改善 （→おそらく肝乗脾も軽減するだろう）



PP24
さらに心脾相生の例として山崎先生のご研究の紹介



PP25

日



PP26

文献：虛勞裏急，悸，衄，腹中痛，夢失精，四肢痠痛，
手足煩熱，咽乾口燥，小建中湯主之。

さんつう
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＝
PP27

澈



PP27



PP28
「中医基礎理論」から



c

【2022年現在絶版・入手困難のもの】
中医学基礎
症状による中医診断と治療



PP29



Text6
＝PP 30-31



Text7
=PP31

PP31の下方に続く
（熱毒の例）



PP30



PP31



PP32
次に湿邪の話が続くため津液についての復習 （津液の消耗、横溢）



Text8
＝PP33

因于湿，首如裹
（生氣通天論）



PP33

瘡傷



PP34

阻遏

「中医基礎理論」などからと推測



Text9
≒PP34

以降は次スライドで
説明



PP34

熱中挾湿



Text11
＝PP35

PP35の方を参照してください



PP35

くんれつ

津血不足



PP36

燔灼

引用元不明



PP37
引用元不明



Text12
=PP38-39



PP38

v



PP39



Text13
=PP40-41



PP40

v



PP41



Text14
=PP42



PP42



PP43

v

配布資料では3枚先のスライドです



Text15 発病の機序 (発病の原理、正と邪のバランス 内外の環境と発病）



Text16

「中医学基礎」では この文章をイントロダクションとして
後に邪正闘争、陰陽失調の説明が続く



PP43

v



PP44 以降全てＰＰ資料

v

v

主訴の記載がないがおそらく不妊が主訴の症例

折衝飲（松浦 3g）
牡丹皮1.5g 川芎1.5g 芍薬1.5g 桂皮1.5g 桃仁2.5g 当帰2.5g 延胡索1.0g牛膝1.0g紅花1.0g





シェーンラインヘノッホ
HS紫斑病
IgA血管炎

アナフィラクトイド紫斑病=HS紫斑病＝IgA血管炎の２歳児







気陰両虚 血瘀の症例









効果がなかったため



次スライド（PP89）の解説参照















今回の講義のまとめ

戸城追加スライド

疾病の主な発生要因には六淫（風・暑・湿・燥・寒・火）、
七情、飲食、労倦、外傷などがある。

暑 湿 燥 寒 火（熱） それぞれの特徴、関連性（転化）が重要である。
風は六淫邪兼挟する
風＋痰で風痰となる （痰迷心竅、精神異常と運動障害の症例） 

風邪：気道症状、頭痛、めまい、痒み・皮疹、口眼歪斜、痙攣、意識障害
といった病症の原因としてありうる。 （顔面神経麻痺の症例）

病理産物の治療には病邪に捉われず根本原因（気陰両虚、陰虚等）の治療も必要である。
（不妊、紫斑病、倦怠感身体痛の症例）

症例1 痰迷心竅 風邪＋痰→心竅に及んだ既往がある歩行困難、意思疎通困難の症例
質問1 桂枝加竜骨牡蠣湯 質問2 釣藤散 抑肝散
質問3 胸脇苦満
症例2 (寒邪）  9歳 顔面麻痺 入浴とマッサージ
症例3  気陰両虚陽虚、心気虚血瘀の 36歳 不妊症（寒邪、内熱、内湿、風寒）
症例4  2歳 IgA （HS）紫斑病 に駆瘀血、清陰虚熱（三物黄芩湯、黄連解毒湯）
症例5  40歳 気陰両虚 血瘀の症例 駆瘀血では効かず補剤で効果
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